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⑴　富士川断層連日監視システムの完成

　東海地震の直前予知を目的として，光波測量による富士川断層 1 ）の連日観測を開始して 2 年

が経過したが，この間に観測体制の充実がはかられ，3 観測点・14 測線からなる「富士川断層

連日監視システム」が完成した。測線網の配置を第 1 図と第 1 表に示す。また測線方向と測線

長を第 2 表に示す。3 観測点とも使用光波測距儀はヒューレット・パッカード社製 EDM3808

A であり，気温・気圧・湿度による気象補正はパソコンあるいはプログラム電卓により観測と

同時に実施している。観測時刻は，富士川町観測点では 8 時 30 分，富士宮観測点では 8 時前後，

富士市観測点では 8 時 45 分とし，毎朝の測定は富士川町役場環境衛生課，富士宮東高校地学部，

富士市役所地震防災対策室の方々にそれぞれお願いしている。

⑵　各観測点での観測結果

　第 2 図は富士川町観測点における 1981 年 4 月～ 1983 年 5 月の観測結果である。第 3 図は富

士宮観測点における 1982 年 12 月～ 1983 年 5 月の観測結果である。第 4 図は富士市観測点に

おける 1983 年 4 月～ 5 月の観測結果である。富士宮観測点と富士市観測点での日別観測値は富

士川町観測点のそれに比べてやや大きいため，縦軸のスケールを縮めてある。

⑶　富士川町観測点での結果の解析

　第 5 図は富士川町観測点における観測結果の月別平均値の変化を示す。断層を横断していな

い OD 測線は一定値を保っている。他の測線は季節変動をくりかえしながら短縮を示している。

第 6 図は，最も短縮の著しい OC 測線について，一年間の短縮量を月別に表わしたものである。

このようにすると季節変動はのぞかれるはずである。結果は，短縮量が次第に減少していく様

子を表わしている。

　つぎに，1981 年 4 月，1982 年 4 月，1983 年 4 月の平均値を基準にとり，その間の地殻変

動が直線的に進行したと仮定することにより各月の季節変動量を求め，2 年間の平均値を表し

たものが第 7 図である。この季節変動量を第 5 図に示される月別平均値から差し引くことによ

り，地殻変動量を求めると第 8 図のようになる。OC 測線は観測開始から 1982 年 2 月までは急
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速な短縮を続けていたが，その後はゆるやかな短縮にかわっている。第 8 図の上部のグラフは

剪断歪の変化である。1982 年 2 月にピークに達し，以後は徐々に減少していることがわかる。

第 8 図の下部には，3 ケ月間隔でみた主歪の変化が示される。観測開始以来，一貫して北西－

南東方向に最大短縮の軸が向いている。
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第 1 表　観測点・反射点の位置と標高
Table 1　Locations and altitudes of observation and reflection points.
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第 2 表　測線方向と測線長
Table 2　Trends and lengths of distance-measuring lines.

第 1 図　光波測量測線網
Fig. 1　Fujikawa fault and distance-measuring lines.
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第 2 図　富士川町観測点（O）での日別観測結果
Fig. 2　Results of daily distance measurements at point-O.

―232―



第 3 図　富士宮観測点（P）での日別観測結果
Fig. 3　Results of daily distance measurements at point-P.

第 4 図　富士市観測点（Q）での日別観測結果
Fig. 4　Results of daily distance measurements at point-Q.
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第 5 図　月別平均値の変化
Fig. 5　Monthly averages of observed distance changes.

第 6 図　OC 測線の月別年間短縮量
Fig. 6　Monthly change in one-year shortening of OC-ine.
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第 7 図　月別季節変動量
Fig. 7　Seasonal variations.

第 8 図　補正後の地殻変動
Fig. 8　Horizontal strain accumulation.
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